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東南海・南海地震を考える（１）
　今年の防災の日は、福田首相の突然の辞意表明で激震に見まわれ、防災訓練のことなど吹っ飛んでしまった。このためあまり報道されていないが、今年の総合防災訓練は、これまでずっと中心だった「東海地震」が「政府本部運営訓練」の想定からはずされ、「東南海・南海地震」だけになったという意味で画期的なものだったと思う。
　今回は、この東南海・南海地震について考えてみたい。

[東南海・南海地震と東海地震]
　中央防災会議の「東南海・南海地震等に関する専門調査会」から「東南海・南海地震の被害想定について」が発表されたのは、２００３年９月のことだ。
伊豆半島から南西諸島沖まで日本列島の南岸沿いに横たわる「南海トラフ」沿いに、「フィリピン海プレート」の潜り込みによって生じた大陸側のプレートの歪みを解消する地殻変動としていわゆる「海溝型地震」が定期的に発生することは、良く知られている。

　この地域の海溝型地震には、静岡県内陸部から浜松沖を震源域とする「東海地震」、愛知県三河沖から紀伊半島南端を震源域とする「東南海地震」、紀伊半島南端から四国沖を震源域とする「南海地震」の３つのタイプが知られている。これらの地震は、１００年から１５０年程度の周期で、連続して又は同時に発生して、東海から西日本を中心に大きな被害をもたらしてきた。
　東海地震については、本誌２００４年５月２５日号の拙稿「東海地震の切迫性は今」で詳しく述べたが、広さ９４００ｋ㎡に及ぶ震源域が静岡県の内陸の奥深くまで達しているため、Ｍ８クラスの直下型巨大地震の側面を持ち、震度７の地域が静岡市や浜松市などの沖積平野に発達した人口稠密地域を結ぶように全県に及び、家屋の倒壊などで大きな被害が予想されるほか、震源域が海域にもかかるため１０ｍ以上の巨大津波の被害も予想されている。
　それに対して東南海地震と南海地震の震源域は大部分が海域になっているが、震源域の広さが前者は１５０００ｋ㎡、後者は３７８００ｋ㎡と東海地震より遥かに大きく、地震のエネルギーも桁違いに大きい。このため、巨大津波による大きな被害が予想されるほか、震度６強程度の地震動が広く列島南端部を襲い、家屋の倒壊等についても大きな被害が発生すると予想されている。
[東南海・南海地震の被害想定]
　２００３年に発表された被害想定は、東南海地震と南海地震の震源域が同時にずれ動いたとの想定で行われた。報告書には想定地震のエネルギーに関する記載はないが、世界の地震史に残るＭ８．５前後のレベルにはなるだろう。
　これを見ると、まず震度については、静岡県の御前崎から高知県の足摺岬にいたる太平洋岸沿いに震度６強以上の地域が連旦しており、伊勢湾沿岸も知多半島や三重県の津市のあたりまで、震度６強以上の地域が入り込んでいる。ちなみに名古屋市は震度６弱程度とされている。

震度６強以上の地域に含まれる人口稠密地域は東海地震ほど多くはないが、それでも高知市や津市など県庁所在市や浜松市なども含まれており、全壊戸数と死者数は、揺れにより１７万棟・６６００人、液状化により８万棟、火災により１万棟・１００人（風速３ｍ/秒の場合）～４万棟・５００人（風速１５ｍ/秒の場合）、崖崩れにより２万棟・２１００人などと推計されている。
　

[津波の被害]
　東南海・南海地震で注目すべきは、何と言っても津波の被害だろう。
三重県志摩半島から高知県の足摺岬に至る太平洋沿岸が軒並み高さ５ｍ以上の津波に襲われる。最も大きな津波が予想されているのは室戸岬から足摺岬にかけての高知県の太平洋岸地域で、地震後０分～２０分程度の短時間に、高さ１０～１２ｍの巨大津波が来襲するとされている。

　紀伊半島では、和歌山県串本町から三重県阿児町にかけての紀伊半島南東岸で高さ７～９ｍ、御坊市で７ｍ、和歌山市でも４ｍの津波に襲われる。伊勢湾口から静岡県石廊崎にかけては２～４ｍ程度だが、位置と地形によっては５ｍに達するところもある。また、宮崎県でも２～５ｍの津波が到達する。
　忘れてならないのが瀬戸内海沿岸で、各地に高さ３ｍ程度の津波が来ると予想されている。鳴門海峡や豊予海峡でブロックされるため到達までに２時間以上かかるが、高さ３ｍは馬鹿にできない。位置や地形に関係なく同じような高さの津波が予想されているのは、岬や島などの障害物を回り込んで来るために平均化されるものと考えられる。
瀬戸内海沿岸地域の人口密集状況や海との関わりの強さは、太平洋沿岸地域とは比較にならないし、大阪や神戸を初め都市施設が集中している大都市も多い。東南海・南海地震におけるこの地域の震度は５弱から５強程度だが、津波により思わぬ被害が出る可能性もある。
　以上のような津波の高さと到達時間、防潮堤の有無などから、津波による家屋の全壊戸数は４万棟、死者は３３００人（津波避難意識が高い場合）～８６００人（意識が低い場合）と推計されている。
　津波による被害と揺れによる被害を合わせると、東南海・南海地震では、家屋の全壊は３３～３６万棟、死者は１２１００～１７８００人に上るとされている。
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